
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologloal 　Soolety 　 of 　Japan

D109

MH
『
領域 大 気光 の 構造の 日米協 同観測

＊ 中村卓司、福島徹也、津田 敏隆（京都大学宙空 電波科学研究 セ ン タ
ー

）

Chiao．−Yao．She
，
　BiffWilliams

，
　Tao　Li（Colorado 　State　University，　CO ，　USA ）

　　　　　　 Walter　Lyons （FMA 　Research
，
　Inc．，　CO ，　USA ）

1、はじめ に

　 中層大気 上部 か ら熱圏で 大気 が発 光する 「大気

光」現象は、それ 自体が大気組成や太陽活動 を反映

す るため に 観測研 究されて きた が 、また 大気温 度や

風 速などの 物理 量の リモ ートセ ン シ ン グ の 手段 として

も重 要 であり、種 々 の 観測が行われ て きた 。 この とき

特に 地上 からの 観測で は高度方向に 分解能が なく1

0km 前 後ある大気 光の 高度分布 で 重み付 け平均 し

た 値と解釈 され る。こ の 高度は 過 去 の ロ ケ ッ トな どの

大 気光観測 によっ て 知 られる平均 高度 が用 い られて

きた。近 年、UARS （高層 大気 観測衛星 ）の WINDII

（風 速イメージ ン グ干 渉計）な どの 衛 星 観 測か ら、OI

（557 ．7nm ），
　 OH の 大気 光の 発 光強度の 高度 分布の

緯 度変化、地上 時変化などが 明らか になっ てきた。と

りわ け赤道域で は大気潮汐波 による 0 原子 の 鉛 直輸

送 による大気 光発 光 強度 の プ ロ フ ァイル が 数km にわ

た り大 きく変動す るこ とが 観測 とモ デ ル で 明らか にな

っ てきた。

2、地上か らの 2点イメ
ージ観測

　
一

方、地上 か らの 高感度 CCD イメ
ージャ による大

気 光の 全 天イメ
ー

ジ ン グ観測 が近 年盛 ん にな っ て お

り、イメージ 中に見られる水 平波長 10−50km 程度 の

波状構 造から大気重 力波 の 研究が行われ て い る 。 ま

た 、地 上 の 2点 か らイメ
ージ観測を行うこ とで 大気 光

中に み られ る構造 の 高度を推 定するこ とも行 われて

い る 。
こ れ に よ りOH や OI（557．7m ）の 発 光層の 高度が

推 定され、そ の 季節変化や地 方時変化も求められ て

い る。しか しなが ら、推 定される高度 が 大気 光の 発 光

層 の 中心 高 度と見 て よい の か 、 あるい は 大気 光 プ ロ

フ ァイル 中の とくに構造変化 の 顕著なとこ ろを選択的

に見て い るか の 詳細 は未解明で あっ た。

3．コ ロ ラドで の 大気 光 ・Na ライダー協同 観測

　 そこで 、米国 コ ロ ラド州 で MLT 領域の 風速および

温 度プ ロ フ ァ イル の ナ トリウム ライダー観測 を定期 的

（月 に数 日）に行 っ てお り、また OH イメ
ージ ャ 観測を

長期連続で 行 っ て い るコ ロ ラド州 立大学 の ライダーグ

ル
ー

プ と協同で 観測することを行 っ た。イメ
ージャ の 2

点観 測 によっ て 大 気光 中の 構造 の 高度を推 定する

た め に 、新た に リモ
ート制御可 能な OH イメージャを

開発 して コ ロ ラド州 Yucca 　Ridge に設置 し、2003 年9

A に観測を開始した。同 11 月 に は 2台の イメージャ と

ライダーとの 同 時観測 に成 功 した。こ の ときに は 、従

来か ら対流不 安定やシ ア 不安定による構 造と思われ

て い た波長 10km 程 度の 細か い 波状構 造が 顕著に

見られ た が、この ような時 には通 常 OH 大気光 が見 ら

れ る87km より低 い 80 − 85km に大気 光 高度が 推定

された 。 同時に行われ たライダ
ー

温 度観 測か ら、対流

不 安 定の 起こっ て い る領域と低高度の 大気光 高度 が

よく
一致するこ とが示 され た 。 以 上か ら、これ まで示 唆

されて きた ように 大気光イメ
ージ中の 細か い 「リッ プ

ル 1構造 は 大気不安定 領域 に存在 するこ と、そ して 地

上 か らの 高度推 定 は こ の 影響 を受ける こ とが 明確 に

なっ た 。 今回 の 解析 例 はとくに細か い 構 造が顕著に

見えた 例で あ っ たが 今後さらに 協同観測 例を増や し

て大気光 中の 重 力波が 卓越 して い るときの 推 定高度

や そ の ときの 大気安定度 の 構 造を比 較検討し た い
。

　 なお 、これ らの 知 見は 、衛星 からの リモ
ー

トセ ン シ

ン グの リトリ
ーバ ル や 精度 を考える上 でも重要 で あ

る。
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